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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 20,977 7.2 2,875 9.1 3,065 10.2 2,164 10.6

2021年3月期第2四半期 19,569 △3.8 2,635 11.7 2,781 15.9 1,957 16.4

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　2,426百万円 （2.8％） 2021年3月期第2四半期　　2,359百万円 （80.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 122.88 ―

2021年3月期第2四半期 108.06 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 53,895 43,726 78.7

2021年3月期 52,867 42,338 78.0

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 42,417百万円 2021年3月期 41,252百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 10.00 ― 40.00 50.00

2022年3月期 ― 10.00

2022年3月期（予想） ― 52.00 62.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 2.0 5,100 0.5 5,200 10.4 3,600 20.3 204.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 1 社 （社名）
香奈維斯(天津)食品有限公
司

、 除外 ― 社 （社名）

（注）詳細は、添付資料８ページ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注意事項（当四半期連結累計期間における重

要な子会社の異動）」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注意事項（四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注意事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 23,513,701 株 2021年3月期 23,513,701 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 5,940,621 株 2021年3月期 5,697,621 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 17,612,916 株 2021年3月期2Q 18,116,117 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提
としており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性がありま
す。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス変異株による感染症再拡大の影響により

企業活動や消費行動が抑制され、予断を許さない状況が続きました。

　当社事業の主要分野であります食品業界におきましては、安定した内食需要により、一般消費者向け商品の需要

は堅調に推移しましたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」の発

令により、外食産業向け需要が低迷するなど、企業を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いております。

　このような環境の中で当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、引き続き対処すべき課題とし

て

①市場変化への対応

②販売の強化（グローバル化）

③品質管理体制の維持・強化

④環境への取り組み

⑤人材育成

⑥業務改善による全体最適化

を掲げ、企業価値の向上に取り組んでおります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、209億77百万円（前年同四半期比7.2％増）となりました。営

業利益は、28億75百万円（前年同四半期比9.1％増）となりました。経常利益は、30億65百万円（前年同四半期比

10.2％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、21億64百万円（前年同四半期比10.6％増）とな

りました。

　当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの状況は次のとおりであります。

■　ニュートリション事業

　医療、健康食品及び飲料業界等にカテキン（緑茶抽出物）、テアニン（機能性アミノ酸）、水溶性食物繊維等の

機能性食品素材、ミネラル製剤、ビタミン製剤等を製造、販売しております。

　水溶性食物繊維は、国内市場及び米国市場が増加しました結果、売上高は前年を上回りました。

　カテキンは、国内市場は減少しましたが、欧米市場が増加しました結果、売上高は前年を上回りました。

　ミネラル製剤は、アジア市場が増加しました結果、売上高は前年を上回りました。

　テアニンは、米国市場のサプリメント用途が増加しました結果、売上高は前年を上回りました。

　この結果、売上高は、52億30百万円（前年同四半期比12.8％増）、営業利益は、12億７百万円（前年同四半期比

3.7％増）となりました。

■　インターフェイスソリューション事業

　乳製品、飲料、菓子、パン、加工油脂等の業界、及び化粧品、トイレタリー業界等に、乳化剤等の品質改良剤を

製造、販売しております。

　化粧品、トイレタリー用途、飲料用途及び一般食品用途のいずれも、国内市場、海外市場が増加しました結果、

売上高は前年を上回りました。

　この結果、売上高は、58億93百万円（前年同四半期比17.9％増）、営業利益は、12億86百万円（前年同四半期比

42.8％増）となりました。

■　ナチュラルイングリディエント事業

　乳製品、飲料、菓子、パン、ハム・ソーセージ、即席めん、農産加工業界等に、鶏卵加工品、たん白素材、即席

食品用素材、農産加工品等の食品素材、品質改良剤、安定剤等を製造、販売しております。

　鶏卵加工品は、国内市場のめん用途、調味料用途等の粉末卵が増加しました結果、売上高は前年を上回りまし

た。

　即席食品用素材は、国内市場の即席めん用途で一部製品の製造を終了した結果、売上高は前年を下回りました。

　フルーツ加工品は、AGRANA Fruit Japan 株式会社へ事業移管した結果、当期の期首より売上は発生しておりませ

ん。

　安定剤は、国内市場のデザート用途、飲料用途が減少しました結果、売上高は前年を下回りました。

　この結果、売上高は、98億12百万円（前年同四半期比0.9％減）、営業利益は、３億77百万円（前年同四半期比

34.0％減）となりました。

■　その他

　料理飲食等の事業を行っております。

　売上高は、41百万円（前年同四半期比20.6％増）、営業利益は、３百万円（前年同四半期は０百万円の営業損失

を計上）となりました。
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(２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比較して10億28百万円増加して538億

95百万円となりました。主な資産の変動は、商品及び製品の増加４億85百万円、建物及び構築物（純額）の増加５

億４百万円、有形固定資産その他（純額）の増加11億51百万円、投資有価証券の増加１億38百万円、現金及び預金

の減少３億13百万円、受取手形及び売掛金の減少２億11百万円、投資その他の資産その他の減少６億63百万円で

す。

　負債は、前連結会計年度末に比較して３億59百万円減少して101億69百万円となりました。主な負債の変動は、

支払手形及び買掛金の増加６億71百万円、賞与引当金の増加２億88百万円、長期借入金の増加４億56百万円、固定

負債その他の増加１億35百万円、流動負債その他の減少18億76百万円です。

　純資産は、前連結会計年度末に比較して13億87百万円増加して437億26百万円となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純利益21億64百万円の計上、その他有価証券評価差額金の増加１億78百万円、非支配株主

持分の増加２億22百万円、自己株式の取得による減少４億11百万円、配当金の支払による減少７億13百万円による

ものです。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の78.0％から78.7％となりました。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,475,645 8,162,624

受取手形及び売掛金 10,769,491 10,558,467

商品及び製品 3,547,908 4,033,325

仕掛品 564,767 574,512

原材料及び貯蔵品 1,979,980 1,919,228

その他 774,184 791,039

貸倒引当金 △15,445 △18,079

流動資産合計 26,096,532 26,021,119

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,305,847 6,810,222

土地 8,233,814 8,232,838

その他（純額） 5,125,461 6,276,504

有形固定資産合計 19,665,123 21,319,565

無形固定資産 254,229 228,565

投資その他の資産

投資有価証券 5,027,152 5,165,500

その他 1,837,382 1,174,031

貸倒引当金 △12,950 △12,950

投資その他の資産合計 6,851,584 6,326,582

固定資産合計 26,770,938 27,874,714

資産合計 52,867,470 53,895,833

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,883,573 5,555,130

未払法人税等 821,238 789,203

賞与引当金 241,830 529,934

その他 3,295,469 1,418,579

流動負債合計 9,242,111 8,292,847

固定負債

長期借入金 － 456,603

退職給付に係る負債 172,324 156,334

役員退職慰労引当金 478,302 492,520

その他 635,804 771,154

固定負債合計 1,286,430 1,876,611

負債合計 10,528,542 10,169,459

純資産の部

株主資本

資本金 7,730,621 7,730,621

資本剰余金 7,340,648 7,340,648

利益剰余金 29,955,108 31,406,380

自己株式 △5,523,257 △5,934,413

株主資本合計 39,503,121 40,543,237

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,755,665 1,934,326

繰延ヘッジ損益 41,416 △4,013

為替換算調整勘定 △32,745 △44,651

退職給付に係る調整累計額 △14,673 △11,347

その他の包括利益累計額合計 1,749,663 1,874,314

非支配株主持分 1,086,143 1,308,822

純資産合計 42,338,927 43,726,374

負債純資産合計 52,867,470 53,895,833
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 19,569,342 20,977,717

売上原価 13,911,955 14,627,720

売上総利益 5,657,386 6,349,996

販売費及び一般管理費 3,021,538 3,474,849

営業利益 2,635,848 2,875,146

営業外収益

受取利息 17,999 22,813

受取配当金 37,680 40,573

持分法による投資利益 51,498 13,562

為替差益 － 84,652

その他 56,427 80,326

営業外収益合計 163,606 241,927

営業外費用

支払利息 2,490 5,500

貸与資産減価償却費 3,031 28,960

為替差損 3,807 －

その他 8,472 17,393

営業外費用合計 17,801 51,854

経常利益 2,781,653 3,065,219

特別利益

固定資産売却益 766 3,570

特別利益合計 766 3,570

特別損失

固定資産除売却損 49,559 13,899

特別損失合計 49,559 13,899

税金等調整前四半期純利益 2,732,861 3,054,890

法人税等 708,443 839,036

四半期純利益 2,024,417 2,215,854

非支配株主に帰属する四半期純利益 66,777 51,565

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,957,640 2,164,288

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 2,024,417 2,215,854

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 261,913 162,696

為替換算調整勘定 37,805 74,274

退職給付に係る調整額 7,525 3,325

持分法適用会社に対する持分相当額 28,149 △29,466

その他の包括利益合計 335,393 210,830

四半期包括利益 2,359,811 2,426,684

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,286,162 2,288,939

非支配株主に係る四半期包括利益 73,648 137,745

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

　　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

　　　　　首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取

　　　　　ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

　　　　　　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の

　　　　　国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であ

　　　　　る場合には、出荷時に収益を認識しております。

　　　　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

　　　　　ておりますが、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

　　　　　　また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　　　　　　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める

　　　　　経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を掲

　　　　　載しておりません。

　　　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

    　      「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

        　う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

        　計基準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

　　　　　計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。この変更による四半期連

　　　　　結財務諸表への影響はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

        持分法適用関連会社であった香奈維斯（天津）食品有限公司の出資持分の一部追加取得により、第１四半期連

      結会計期間より、持分法適用の関連会社から除外し、連結子会社としております。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ニュー
トリション

事業

インター
フェイス
ソリュー
ション
事業

ナチュラル
イングリ
ディエント

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,636,129 5,000,801 9,898,335 19,535,266 34,075 19,569,342

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － － －

計 4,636,129 5,000,801 9,898,335 19,535,266 34,075 19,569,342

セグメント利益又は損

失（△）
1,163,562 901,233 571,979 2,636,775 △927 2,635,848

（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ニュー
トリション

事業

インター
フェイス
ソリュー
ション
事業

ナチュラル
イングリ
ディエント

事業

計

売上高

日本 2,583,599 4,835,998 8,588,111 16,007,709 35,046 16,042,756

アジア 349,867 731,173 1,224,439 2,305,480 6,047 2,311,528

アメリカ 1,633,659 28,692 － 1,662,351 － 1,662,351

欧州 663,145 297,934 － 961,080 － 961,080

顧客との契約から生

じる収益
5,230,271 5,893,799 9,812,551 20,936,622 41,094 20,977,717

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 5,230,271 5,893,799 9,812,551 20,936,622 41,094 20,977,717

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － － －

計 5,230,271 5,893,799 9,812,551 20,936,622 41,094 20,977,717

セグメント利益 1,207,037 1,286,925 377,438 2,871,400 3,745 2,875,146

（セグメント情報等）

　　　　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　　　　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業であります。
      ２.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

        Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）
            １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業であります。
      ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　　　　　２.報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　　　（セグメントの組替について）

　　　　　　　　第１四半期連結会計期間から「アグリフード事業」はフルーツ事業の移管等により、より事業内容に

　　　　　　　適した「ナチュラルイングリディエント事業」へ名称を変更しております。又、事業部製品の再編によ

　　　　　　　り、「ニュートリション事業」に含まれていた一部製品を「ナチュラルイングリディエント事業」に含

　　　　　　　め、「ナチュラルイングリディエント事業」に含まれていた一部製品を「ニュートリション事業」に含

              めて記載しております。

　　　　　　　　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメント

              の区分に基づき作成したものを開示しております。
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